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ロール軸部の摩擦圧接接合法の概略図

CPC（連続鋳掛鋳造法）の
概念図

ロール再生技術により、新品ロール製
造に比べ CO2 排出量を 55％削減 圧延用複合ロールの製品群 軸部と胴部の摩擦圧接状況

後列左から、園田晃大、姜 孝京、古田博昭、前列左から、山本厚生、永吉英昭

客先納品から圧延工場での再使用、使用済みロールの返却まで

（CPC法による表面処理）

胴部外層再形成（CPC）から軸部形状復元、再生品完成まで。

ここがスゴイ！ 
この技術

生産効率４倍
強度も上げる摩擦圧接

技術！
摩擦圧接接合ロールは、従
来の軸溶接ロールと比較し
生産効率４倍、疲労強度１．
３２倍、引張強度１．１５倍、
直径６５０㎜（従来比１０倍
以上）の接合を実現

▼
画期的な

ロール再生技術
連続鋳掛鋳造法を用いて、
廃棄ロールの胴部芯材に硬
質な外層を再形成。
品質は新品ロール以上

世界初の鉄鋼圧延用ロールの再生技術・摩擦
圧接技術の開発、低コスト化を実現！

「失敗をとがめず
チャレンジ精神を評価する」

２代目社長の下
不採算事業が優良事業に ！

（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
法
）
を
開
発
し
た
。
こ
の
製
造

法
は
、
他
の
方
法
で
は
不
可
能
な
特
殊
な

材
料
を
ク
ラ
ッ
ド
す
る
画
期
的
な
技
術

で
、
ク
ラ
ッ
ド
層
の
厚
み
や
形
状
も
自
由

に
設
計
で
き
る
の
だ
。

こ
の
技
術
を
基
に
鉄
鋼
圧
延
用
ロ
ー
ル

不
可
能
を
可
能
に 

世
の
中
の
常
識
を
覆
す
！

50
年
前
、
山
本
秀
祐
初
代
社
長
は
連
続

鋳
掛
鋳
造
法
に
よ
る
ロ
ー
ル
製
造
方
法

事
業
を
開
始
し
た
が
、
赤
字
が
続
い
た
。

そ
こ
で
、
２
代
目
山
本
厚
生
社
長
（
現

会
長
）
の
下
、
永
吉
英
昭
現
常
務
取
締
役

技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
長
、
姜
孝
京
現
副
セ

ン
タ
ー
長
ら
が
８
年
前
に
特
別
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
、
独
創
的
な
技
術
開

発
に
挑
戦
し
た
。

ま
ず
、
使
用
済
み
熱
延
大
型
ワ
ー
ク

ロ
ー
ル
の
再
生
技
術
に
着
手
し
、
３
年
で

成
功
。
さ
ら
に
軸
と
胴
部
を
摩
擦
圧
接
接

合
す
る
技
術
に
取
り
組
み
、２
年
で
成
功
。

画
期
的
な
ロ
ー
ル
製
造
法
を
確
立
し
た
。

こ
れ
ら
の
技
術
で
鉄
鋼
圧
延
用
ロ
ー
ル

の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
が
向
上
し
、
ロ
ー
ル
事
業
の
黒

字
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

独
創
的
な
技
術
開
発
に 

夢
を
託
す

熱
延
大
型
ワ
ー
ク
ロ
ー
ル
の
再
生
技
術

は
、
新
品
と
比
べ
同
等
以
上
の
高
品
質
、

20
％
以
上
の
コ
ス
ト
削
減
、
納
期
３
分
の

1
の
短
縮
化
を
実
現
。
さ
ら
に
は
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
55
％
以
上
削
減
、
希
少
金

属
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
に
も
優
し

い
。
こ
の
技
術
に
大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が

着
目
し
、
７
年
前
か
ら
年
間
30
本
以
上
の

契
約
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
安

定
的
に
受
注
し
て
い
る
状
況
な
の
だ
。

ま
た
、摩
擦
圧
接
法
を
用
い
る
こ
と
で
、

棒
・
線
・
形
鋼
材
を
製
造
す
る
中
小
型
ロ
ー

ル
の
品
質
向
上
、
生
産
効
率
倍
増
、
大
幅

な
コ
ス
ト
低
減
、
納
期
短
縮
、
省
エ
ネ
な

ど
も
実
現
し
た
。
今
で
は
70
％
以
上
の
市

場
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
、
米

国
、
欧
州
、
ロ
シ
ア
、
中
近
東
諸
国
な
ど

の
海
外
メ
ー
カ
ー
に
輸
出
し
て
い
る
。

現
在
同
社
で
は
、「
も
の
づ
く
り
」
の

精
神
の
下
、
鉄
鋼
か
ら
環
境
、
介
護
へ
と

技
術
開
発
を
中
心
に
事
業
分
野
を
広
げ
て

い
る
。
そ
し
て
、
独
自
の
光
触
媒
成
膜
技

術
で
除
菌
・
消
臭
効
果
に
優
れ
た
空
気
清

浄
機
や
除
菌
タ
イ
ル
な
ど
の
環
境
事
業
に

も
参
入
。
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
や

熱
電
変
換
素
子
研
究
な
ど
、
人
間
に
基
軸

を
置
い
た
技
術
開
発
に
よ
る
社
会
貢
献
を

目
指
し
て
い
る
。

鉄
鋼
圧
延
用
ロ
ー
ル
の
省
エ
ネ
、

低
コ
ス
ト
を
実
現
す
る

世
界
初
の
再
生
技
術
・

摩
擦
圧
接
技
術
の
開
発
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賞
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◦ 受
賞
理
由

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

世界初の鉄鋼圧延用ワークロー
ルの再利用を可能とする再生技
術・摩擦圧接技術の開発

◦商号
株式会社フジコー
◦設立
１９５２年４月
◦従業員数
８０２名（２０１７年３月３１日現在）
◦事業内容
複合金属製品の製造・販売・補
修、環境プラント向け製品の製
造・販売・補修、産業機械等の
設計・製作・据付

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
フ
ジ
コ
ー

株式会社フジコー
福岡県北九州市戸畑区中原西
２-１８-１２
TEL：０９３-８７１-３７２４（代表）
FAX：０９３-８８４-０００９
E-mail:general.fujico@kfjc.co.jp
http://www.kfjc.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

山本 厚生
永吉英昭／姜 孝京
園田晃大／古田博昭

◦
私どもは、創業当初より技術力を
企業の生命線として捉え、「不可
能を可能に」を合言葉に技術開発
に注力してまいりました。
今回の受賞を励みとして、先進的・
革新的な技術開発にさらに邁進し、
社会貢献に努めてまいります。


